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演者

日浅 陽一 先生

『分子標的治療薬全盛時代にIL-23ｐ19阻害薬
スキリージをどう使うか、どう活かすか?』

～1年間のUCにおける使用経験を踏まえて～

愛媛大学大学院医学系研究科 消化器・内分泌・代謝内科学教授

吉村 直樹 先生
大堀IBDクリニック 院⾧
東京医科大学病院 消化器内科 客員教授

Skyrizi UC 適応追加
１周年記念講演会

㏌ 愛媛

会場 ホテルマイステイズ松山
〒790-0067 TEL089-913-2580
愛媛県松山市大手町1-10-10

ハイブリッド開催
※事前登録の方法は裏面をご覧ください。

主催:アッヴィ合同会社

承認された効能又は効果
【スキリージ®点滴静注600mg】
中等症から重症の活動期クローン病の寛解導入療法（既存治療で効果不十分な場合に限る）
中等症から重症の潰瘍性大腸炎の寛解導入療法（既存治療で効果不十分な場合に限る）
【スキリージ®皮下注360mgオートドーザー】中等症から重症の活動期クローン病の維持療法（既存治療で効果不十分な場合に限る）

中等症から重症の潰瘍性大腸炎の維持療法（既存治療で効果不十分な場合に限る）
【スキリージ®皮下注180mgオートドーザー】中等症から重症の潰瘍性大腸炎の維持療法（既存治療で効果不十分な場合に限る）

形式

※お弁当の準備を予定しています。



URL:abbv.ie/4uo

ご参加の先生へ

下記URLまたは二次元コードよりご登録をお願いいたします

ウェビナー登録画面

※交通手配をさせていただきますので、ご選択をお願いいたします。

会場（ホテルマイステイズ松山）周辺地図

愛媛県松山市大手町1-10-10

TEL:089-913-2580

ホテルマイステイズ松山

ご連絡先:アッヴィ合同会社 野口浩二
phone :080-3732-5164


